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光と物質とが相互作用すると、反射や散乱、吸収などの
様々な効果が生じます。これらの効果は物質の多種多様
な情報を取得することに利用できます。この方法と光学
顕微鏡を組み合わせると、細胞や組織の形状、またそれ
らを構成する物質分布の情報が画像として与えられ、細
胞の種類や活性状態、皮膚や臓器などの生体組織の状態
の病変等の様々な生体情報が得られます。このような豊
富な生体情報をもたらす「光」による新しい分析技術、
顕微鏡技術を開発し、発展させ、未来の医療や創薬へ資
する研究を進めています。

バイオイメージング、医療、創薬

生体情報を可視化する光学顕微鏡技術の開発
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•  増加が続く情報通信ネットワーク上を流通
する情報を効率よく収容するための光ファ
イバネットワークの大容量化・高機能化に
向けた研究を推進しています。

• 非線形波動理論を学問的基礎において、光
ファイバや光デバイス中で生じる様々な非
線形現象を解明し、その現象を光伝送技術
および光信号処理技術に応用する研究を
行っています。

情報通信インフラ、光ファイバ通信、光計測

情報通信インフラを根底から支える
フォトニックネットワーク
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